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安全・安心情報の発信・広報啓発高度化事業

（大津北警察署）

（手原駅前交番）

（河西交番）

（高島警察署）

非行・被害防止教室のオンライン化事業

補償運転
（三方よし運転）

自主返納高齢者
支援制度

安全・安心アプリ（仮称）

・様々な機能を一元化した県警初の防犯アプリの開発・導入
・県民の生活スタイル、個々のニーズに応じた情報を最適のタイミングで提供
～県民の自発的な行動変容を促すためのプラットフォームを構築～

概 要

【① マップ機能】
犯罪発生場所・不審者出没場
所・特殊詐欺の発生地区等の
情報を地図上に表示

主な機能

【② プッシュ通知機能】
利用者が登録した地域に関する
不審者情報や防犯情報を画面上
に自動表示

【③ 痴漢等対策機能】
画面タップで防犯ブザーが鳴り、端末に
警告や周囲に助けを求める文章を表示
すると共に、登録先に通知

【④ エリア通知機能】
登録した罪種が多発する地域
に入った際に、端末に防犯情
報をプッシュ通知

【⑤ 現在位置送信機能】
任意のタイミングで家族等にメッ
セージを添えて現在位置を送信
（※見守り機能）

【⑥ 防犯パトロール機能】
防犯パトロールや見守り活動を実施する
ことで、地図上に活動履歴を記録

～他に防犯動画の閲覧機能、県警HP等との連携機能等を予定～

警察官が出向いて実施している非行・被害防止教室や薬物乱用防止教室を、
リモート方式で実施するもの

概 要

オンライン化

○ コロナの影響により、非行・被害防止教室、薬物
乱用防止教室が減少
○ 出前式の場合は、当日の移動や当日準備など
で学校・警察ともに負担
○ 小学校から高校までの間に、子どもたちが非行・
被害防止教室を受ける機会を増やすことが重要
○ 地域性や現在の情勢を取り入れたタイムリーな
教育が必要

○ 教室の開催に伴う業務負担の大幅減
○ 学級活動の時間等における短時間での開
催が可能
○ 映像教材の活用等による教室の開催も
可能

現 状 効 果

① インターネット利用詐欺被害防止に関する15秒動画を作成して、YouTubeに
広告として動画配信し、被害防止につなげる。

② 教育現場等で使用する教材用動画を作成し、サイバーセキュリティ対策の
周知を図る。

概 要

YouTube（国内利用者6,500万人以上）
でノンスキッパブル広告として配信

↓
○ 視聴者に最後まで動画を視聴して
もらうことが可能
○ 多くの県民に視聴してもらうこと
で認知拡大

②サイバー犯罪対策①インターネット利用詐欺被害防止

【動画内容】
① 小学生対象：ＳＮＳに起因する犯罪被害防止
アカウントは大切に、ネット情報は全て信用できない…など

② 中学生対象：不正アクセスなどに起因する非行防止
他人のアカウントは使わない、誹謗中傷は犯罪になる…など

③ 高齢者対象：サポート詐欺などの犯罪被害防止
スミッシングやサポート詐欺の手口紹介や疑似体験…など


